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を集めるのにインターネットの検索で調べました。特に yahoo とか googleを使いました。また、地方
の新聞の記事の中に歌舞伎がないかを探して情報集を作りました。現在歌舞伎の団体は、北海
道に 3団体、東北に 22団体、関東に 32団体、甲信越に 15団体、北陸が少なくて 6団体、東海
























ふるさとの神楽をやっているのが非常に多いようです。東北が 94、関東地方が 146、甲信越が 35、
北陸が意外と少なくて、私が見つけたのは 3つしかありません。東海が 20、近畿が8、中国が 135，






















































































































































事例報告２   
「島根県古代文化センターの民俗芸能調査・記録事業への取り組み」 
 
 島根県古代文化センター主任研究員   中上 明 
- 11 -
 - 12 -























人 2 人から始まりましたが、今では事務職も含めて 20 人を超える団体になっています。同時に各
分野の客員研究員の先生方にお願いする制度ができまして、本日コメンテーターの山路興造先
生にもそのときからお世話になっております。 






















な仕事をやって参りました。平成 5 年度から、考古・歴史・民俗の 3 分野が始まったと言いました
が、民俗分野は一応事業の名前としては祭礼行事調査ということになっていまして、主にお祭りと
か芸能とかを主軸に、それ以外はしないわけではないのですが、そういうタイトルになっておりま








ころ、民俗芸能以外の仕事もやりましたが、平成 6・7・8 年と神在祭を 3 つの神社でやりまして、平


















































































































































                                                                           
（株）ノンフィクションチャネル文化情報事業部長 中藪規正 
（財）東日本鉄道文化財団事業部主任 清水広子 
（株）ソニー・ミュージック コミュニケーションズ クリエイティブ本部 
クリエイティブルーム香月チームクリエイティブディレクター 香月浩一 
（株）ソニー・ミュージック コミュニケーションズ企画開発部イベント制作課長 鳰 隆則 
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 中藪規正 
私どもはパブリック・スペースでの民俗芸能公演の試みということで、これからご説明していきま
す。平成 13年 11月からこれまで、先週終わったばかりですが、「まるきた伝統空間」の 5回の公演
を行いました。出演団体については添付資料（資料 3）に載せてあります。こういった団体に出演し
































































































































































































































































































































































文化庁文化財部伝統文化課文化財保護企画室   木村哲規 
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うかということを検討しています。これを目標としましては、平成 18 年度、あと 3・4 年先になります
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総 合 討 議 
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ブが終わっている。その内訳は美術工芸品が 8 冊で CD で 1 枚、民俗文化財関係が 94 冊で 2

















すから、もう少し待って頂きたい。そのほかにも DVD にも入れました。DVD は 2 枚で入っていま
す。苦心した点は、報告書が大量なために、画像をいかに圧縮するか、これが一番の問題です。




 した DjVu（デジャヴ）というソフトを使って、デジタル化映像を 100分の 1から 500分の 1 までに圧




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































参 考 資 料
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独立行政法人文化財研究所 東京文化財研究所  
第 6 回民俗芸能研究協議会  
〔討議テーマ〕民俗芸能に関する情報の発信と共有  
 
平成 15 年 11 月 20 日（木） 10:30～17:30 
於 東京文化財研究所セミナー室  
〔プログラム〕  
10:30～10:40 挨拶  
 渡邊明義 （東京文化財研究所長）  
10:40～11:25 「インターネット上での民俗芸能情報ホームページの運営の経験から」  
 渡辺国茂 （民俗芸能写真家・秋川歌舞伎あきる野座理事・ホーム
ページ「わざをき通信」主宰）  
11:25～12:10 「島根県古代文化センターの民俗芸能調査・記録事業への取り組み」  
 中上 明 （島根県古代文化センター主任研究員）  
12:10～13:30 （昼食）  
13:30～14:15 「パブリック・スペースでの民俗芸能公演の試み－『まるきた伝統空間』
を例に－」  
 中藪規正 （株式会社ノンフィクションチャネル文化情報事業部長）  
 清水広子 （財団法人東日本鉄道文化財団事業部主任）  
 香月浩一 （株式会社ソニー・ミュージック  コミュニケーションズ  クリ
エイティブ本部クリエイティブルーム香月チーム  クリエイ
ティブディレクター）  
 鳰 隆則  （株式会社ソニー・ミュージック  コミュニケーションズ企画
開発部イベント制作課長）  
14:15～15:00 ｢『文化遺産オンライン構想』について｣  
 木村哲規 （文化庁文化財部伝統文化課文化財保護企画室）  
15:00～15:20 （休憩）  
15:20～17:20 総合討議  
 〔コメンテーター〕  
 山路興造 （民俗芸能学会代表理事）  
 山本宏子 （岡山大学教育学部教授）  
 〔コーディネーター〕  
 宮田繁幸 （東京文化財研究所芸能部民俗芸能研究室長）  
〔総合司会〕 俵木悟 （東京文化財研究所芸能部民俗芸能研究室）  
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2003年 11月 20日  渡辺 国茂 
 
① 自己紹介 日本舞台写真家協会会員 儀礼文化学会会員 秋川歌舞伎あきる野座理 
主な撮影分野 「能」と「民俗芸能」を主に撮影 
写真集「黒川能狂言百番」 写真協力「黒川能の世界」「秋川歌舞伎」（11月出版予定） 
在職中から写真活動を続け特に黒川能では 28年間に能 103番撮影 現在フリーの写真家 
 
② ホームページ「わざをき通信」運営 [HPのURL http://www.asahi-net.or.jp/~tq7k-wtnb] 
99年 8月 5日「あざみ野通信」として開設 
02年 12月 1日より「わざをき通信」と改名 
03年 11月 5日現在 42655 ヒット （1日約 42名 月 1260名） 
 
 
「わざをき通信」表紙 「秋川歌舞伎あきる野座」表紙 「説経節」若松若太夫 PR 
 
ＨＰの主な内容 
① 「秋川歌舞伎あきる野座」公認 HP 
② 勝手に PR 「黒川能」PR 
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 Link1 農村歌舞伎 地芝居 全国で 187箇所を調査してリンク集（197箇所）作成 
Link2 芝居小屋歌舞伎舞台のリンク集 
Link3 能・古能・延年・舞楽・三番叟・リンク集 361箇所 
Link4 「稲の祭」 田遊び・御田植祭・棚田・櫻 リンク集 
Link5 神楽・番楽/山伏/法印/太々/里/神代/備中/岩見/夜神楽リンク集（541箇所） 
Link6 説経浄瑠璃・雑学・演劇・日本の祭・鹿島踊 集 
Link7 自然・尾瀬・湿原・トンボ・河川・源流・湿原 etc 
Link8 人形（一人二人遣い）・相模人形芝居・土人形 
Link9 コンピューター・ＨＰ作成・チョット便利 リンク集 
Link10 ＪＲＰ関係・日本舞台写真家協会・写真・ギャラリー etc 
Link11 小正月火祭・道祖神祭・花火・和花火・手筒花火 
Link12 知的冒険 趣味の雑学 著作権 邪馬台国から江戸 




Link17 ～ Link24 いろいろリンク集 
 
③ リンク集作成時のデータについて 特に農村歌舞伎・神楽について 
1.  歌舞伎リンク集 
農村歌舞伎のある市町村数 159市町村 
農村歌舞伎（地芝居）の団体数 183団体 




北海道 3／東北 22／関東 32／甲信越 15／北陸 6／東海 54／近畿 15 
中国 18／四国 12／九州 6／ 合計 159箇所  （大学同好会・5大学） 
（注意：歌舞伎団体は最近復活しているところや、合同公演している団体もあり、団体数は確定数ではありません） 
 
2.  神楽リンク集（獅子神楽のぞく） 
ＨＰ上で確認できた神楽の数 501団体 （市町村指定くらいまで） 
市町村数            400市町村 
神楽団のＨＰ数 64団体 （確認中） 
情報を発信している市町村数 400市町村 
情報のまったく無い神楽団体 12団体 
  地域別神楽団数 
北海道 8／東北 94／関東 146／甲信越 35／北陸 3／東海 20／近畿 8 














2） 車場の情報 特に祭のときの交通規制と駐車場の情報 
3） 近くの宿泊場所 観光協会・商工会との連携（リンクの活用） 




























2） 情報更新は最低でも月 1回はしてほしい。 
 































北海道 34市 歳時記有 13市（38％） 文化財一覧表 7市（20％） 
北海道 154町 歳時記有 35町（23％） 文化財一覧表 7町（5％） 
北海道 ２４村 歳時記有 ５村（21%） 文化財一覧表 0村（0%） 
[北東北－青森・岩手・秋田] 
北東北 30市 歳時記有 7市（23%） 文化財一覧表 13市（43%） 
北東北 111町 歳時記有 54町（49%） 文化財一覧表 19町（17%） 
北東北 51村 歳時記有 19村（37%） 文化財一覧表 3村（6%） 
[南東北－宮城・山形・福島] 
南東北 33市 歳時記有 8市（24%） 文化財一覧表 10市（30%） 
南東北 136町 歳時記有 52町（38%） 文化財一覧表 18町（13%） 
南東北 34村 歳時記有 2村（6%） 文化財一覧表 3村（9%） 
[北関東－茨城・栃木・群馬] 
北関東 45市 歳時記有 20市（44%） 文化財一覧表 23市（51%） 
北関東 105町 歳時記有 46町（44%） 文化財一覧表 53町（50%） 
北関東 51村 歳時記有 8村（16%） 文化財一覧表 16村（31%） 
[南関東－埼玉・千葉] 
南関東 75市 歳時記有 25市（33%） 文化財一覧表 25市（33%） 
南関東 83町 歳時記有 41町（49%） 文化財一覧表 32町（39%） 
南関東 11村 歳時記有 1村（9%） 文化財一覧表 3村（27%） 
[首都－東京・神奈川] 東京は１市として計算 
首都圏 46市 歳時記有 22市（48%） 文化財一覧表 17市（37%） 
首都圏 22町 歳時記有 17町（77%） 文化財一覧表 9町（41%） 
首都圏 10村 歳時記有 1村（6%） 文化財一覧表 0村（0%） 
[甲信越－新潟・長野・山梨] 
甲信越 45市 歳時記有 13市（29%） 文化財一覧表 12市（27%） 
甲信越 155町 歳時記有 38町（25%） 文化財一覧表 33町（21%） 
甲信越 118村 歳時記有 23村（19%） 文化財一覧表 12村（10%） 
[東海Ⅰ－静岡・愛知] 
東海Ⅰ 52市 歳時記有 3市（6%） 文化財一覧表 5市（10%） 
東海Ⅰ 93町 歳時記有 10町（11%） 文化財一覧表 11町（12%） 
東海Ⅰ 14村 歳時記有 1村（7%） 文化財一覧表 1村（7%） 
[沖縄－沖縄県] 
沖縄 11市 歳時記有 2市（18%） 文化財一覧表 1市（9%） 
沖縄 17町 歳時記有 1町（6%） 文化財一覧表 1町（6%） 





[東海Ⅱ] [近畿] [中国] [四国] [九州]は作成中のため含まれていません。  
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資料２ 
「島根県古代文化センターの民俗芸能調査・記録事業への取り組み」 
島根県教育庁古代文化センター 主任研究員  中上 明 
 
1.  「古代文化センター」とは 












・ 平成 4年 4月、提言を受け、島根の歴史文化についての調査研究、資料の収集・体系的
整理及びその活用を行う組織「古代文化センター」が設立。場所は新築の県埋蔵文化財
調査センター内。考古分野の調査研究を開始。 
・ 平成 5年度、歴史・民俗分野の調査研究も開始。客員研究員制度が発足。 
・ 平成 9年度、「古代出雲文化展」を東京・大阪・島根にて開催。 
・ 平成 10年 10月、島根県立博物館に古代センが移転。 
・ 平成 11 年、（仮称）島根県立歴史民俗博物館・古代文化研究センター基本構想検討委
員会による基本構想の提言。 
・ 平成 12年 8月、県立博物館にて常設展「島根 悠久の歴史と文化」開始（学芸員は古代
セン兼務職員）。企画展示はスポットコーナーにて行う。 





2.  「民俗芸能調査」の歩み 
・ 平成 5 年度、古代文化センターの考古・歴史・民俗の 3 分野のうち、民俗分野として「祭
礼行事調査」事業が発足。そのうちの一つとして「民俗芸能調査」開始。 




・ 平成 9年度末、古代セン初の民俗芸能報告書を刊行（以後、ほぼ毎年刊行）。（別紙） 
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・ 平成 10年度より、記録・作品制作は「神楽」以外の芸能にも対象を拡大。（別紙） 
[担当者] 
平成 5～9年度 中上 明、 平成 10～11年度 片山寛志 
平成 12～14年度 錦織稔之、 平成 15年度 中上 明 
 
3.  民俗芸能を扱った普及活動 
○ 講演会「古代文化講座」（これまで 19回開催） 
島根県内各地を巡回し、歴史的文化に関するテーマで開催。 
〈第 2回〉「神楽を考える」平成 4年 11月 28日（松江市） 
講師：勝部正郊（島根県文化財保護審議会委員） 
〈第 6回〉「中国地方の神楽について」平成 6年 10月 1日（邑智郡瑞穂町） 
講師：山路興造（京都市歴史資料館館長） 
〈第 13回〉「日本の民族芸能と石見の風流芸能」平成 11年 10月 31日（邑智郡石見町） 
講師：三隅治雄（民俗芸能学会代表理事） 
○ 講演記録集『しまねの古代文化』（第 1～10号） 
上記の「古代文化講座」を収録。各々、第 1号（平成 5）、第 3号（平成 8）、第 8号（平
成 13） 
○ 研究紀要『古代文化研究』（第 1～11号） 
民俗芸能関係の論考、報告等も適宜掲載。年度ごとの調査研究年報・事業動向も掲
載。 
○ 『いにしえの島根ガイドブック』刊行（平成 8）、同 CD-ROM発行（平成 13）。 
島根の歴史文化の総合ガイドブック。若干ながら「神楽」の内容も含む。 
○ 広報『古代文化センターニュース』（年 3回程度発行） 
（民俗芸能を含む）祭礼行事調査の状況も掲載。主に県内に配布。 
○ 県立博物館スポットコーナー展示：「神楽と八俣大蛇」 














《例》 郷土出版社『保存版 島根県の神楽』（平成 15年 4月刊） 



















○ 平成 18年度開館予定「歴史民俗博物館」（仮称）での見通し 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































財団法人東日本鉄道文化財団では平成 13 （2001）年 11 月にＪＲ東京駅丸の内北口ドームに特
設会場を作り、『まるきた伝統空間』と題して民俗芸能公演を開催しました。東京の玄関口、しかも
改札口前という特殊な空間での公演は、２日間の来場者がのべ 5,000 人を超えるという大きな反





























  * イベント用にアレンジを強要しない 
・告知映像の制作 
 * 借用素材（写真、映像、印刷物）からの再編集 
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２．『まるきた伝統空間』のコンセプト 
 
主催者（企画担当） 清水広子 SHIMIZU, Hiroko 










３）地方文化事業支援の内容と実績   
 ・支援先（ＪＲ東日本管内：平成 5（1993）年よりこれまで３５件） 
 ・支援の成果を公演と映像作品で紹介（別紙リスト参照） 
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３．グランド･デザインとグラフィック･デザイン 
 









* 映像作品との連携  東・風・郷・衆・穣・祀 
・2001 秋、2002 春をふまえて 

















芸能（基本情報の提示） → 開催の定着によるイメージ展開へ 
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４．制約の中でのイベント運営 
 
プロデューサー 鳰 隆則 NIO, Takanori 
株式会社ソニー・ミュージック コミュニケーションズ 
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別紙資料 
まるきた伝統空間 
主催：財団法人 東日本鉄道文化財団 後援：東日本旅客鉄道株式会社 
     制作：ソニー・ミュージック コミュニケーションズ 
     協力：ノンフィクションチャネル 
 
「まるきた伝統空間」 平成 13（2001）年 11 月 16･17 日（金･土） 
 出演  綾子舞（新潟県柏崎市）綾子舞保存振興会・高原田地区 
   八王子車人形（東京都八王子市）西川古柳座 
   有屋番楽（山形県金山町）柳原地区・稲沢地区 
 特別出演 創作和太鼓 駒の会（宮城県小牛田町） 
 
「まるきた伝統空間・春」 平成 14（2002）年５月 17･18 日（金･土） 
 出演  八城人形浄瑠璃（群馬県松井田町）城若座 
   なまはげ太鼓（秋田県男鹿市）秋田県立海洋技術高等学校 
 特別出演 津軽三味線 木下伸市 
 
「まるきた伝統空間・穣（みのり）」 平成 14（2002）年 11 月１･２日（金･土） 
 出演  天領佐渡能（新潟県佐渡）佐渡能楽倶楽部 
   下田太鼓（静岡県下田市）下田太鼓伝統保存会 
 特別出演 三増獅子舞（神奈川県愛川町）神奈川県立愛川高等学校 
 
「まるきた伝統空間・祀（まつり）」 平成 15（2003）年７月 18･19 日（金･土） 
 出演  西金砂田楽（茨城県金砂郷町）西金砂神社田楽舞保存会 
   八戸三社大祭 市役所囃子組（青森県八戸市）八戸市職員互助会 
 特別出演 江戸の里神楽（東京都稲城市）山本頼信社中 
 
「まるきた伝統空間・東（ひがし）」 平成 15（2003）年 11 月 14･15 日（金･土） 
 出演  綾子舞（新潟県柏崎市）綾子舞保存振興会・下野地区 
   相模人形芝居（神奈川県小田原市）下中座 
 特別出演 江戸木遣り（東京都）社団法人江戸消防記念会第二区有志 










































 ４．当面推進すべき事項  
 
○ 文化遺産オンラインの早期立ち上げ 

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































報告者 山路 興造 （コメンテーター） 
 
公開版 CD19枚 1組（含セットアップ版 1枚） 
 それ以外に非公開版が 5枚ある。 
内容 これまで行政が刊行した文化財報告書 
 公開報告書 1,436冊 ／ 非公開報告書 405冊 
 美術工芸 1枚（8冊） 
 民俗文化財 2枚（94冊） 別に非公開 28冊分あり。 
 埋蔵文化財 14枚（1,354冊） 
 建造物 なし（図面の公開など問題があるために非公開） 
事業年度 平成 13年度 
事業補助 全額国庫補助 厚生労働省の緊急雇用創出事業費 
 作業内容の大半は人力による報告書のアーカイブ 
県負担 なし 






 DVD も作成（2枚） 
苦心した点① 報告書が大量なために、画像をいかに圧縮するかの検討 
  結局、アメリカで開発された DjVu（デジャヴ）というソフトを使用した。これはデジ
タル画像（BMP/Tiff/JPEG）を 100分の1から500分の1まで圧縮。同程度の JPEG
・GIF画像と比べると 5～10分の 1のファイルサイズとなる。（マスターは Tiffで保
存） 







福持昌之、2001 「都道府県別 民俗芸能緊急調査の現状と課題 ―民俗芸能の全国的デー
ターベースとして―」『藝能史研究』155、pp. 50-54 




岡山大学 山本宏子 （コメンテーター） 
1.  インターネットの利用についての問題点 
「全国各地に分布し、地域に密着している民俗芸能の情報を発信するためのメディアとして、イ
ンターネットを利用することは、コスト的な問題や利便性からして大きな役割が期待できる。」 







リチャード J. ウィンジェル 
1994 『音楽の文章術』 東京：春秋社  
→図書館の書誌情報の書き方を参考とした民俗芸能のデータベースが望まれる。 
 
2.  データベースの分担作成 
すべての利用目的に対応できるデータベースは、理想的であるが、現実的ではない。 
検討委員会を立ちあげて、目的別に製作担当プロジェクトを交通整理することが望まれる。 
・ 民俗芸能研究文献データベース 民俗芸能学会（進行中） 
・ 楽器分布データベース  民俗音楽学会？ 
・ 民俗芸能データベース（国指定） 文化庁？ 
・ 民俗芸能データベース（都道府県別） 各都道府県教育委員会？ 
・ 民俗芸能 VTR・DVD データベース 
             （含む：保管場所） ？？？？ 
 
3.  データベースのリンク集の作成 
全国の各研究機関で作成しているデータベースのリンク集の作成が望まれる。 
→東京文化財研究所芸能部？ 
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(1)-1 性別  
①男性 36 
②女性 13 
















































• 東京都豊島区の文化行政の一環である『民俗芸能 in としま』の公演事業に 15年間関係してい
 104
て、身につまされる事案が事例報告されているので大変勉強になりました。 






























































































































































































荒井 貢次郎 東洋大学 
阿部 武司 東北文化財映像研究所 
稲葉 理恵 袖ヶ浦市教育委員会 
入江 宣子  
生方 徹夫 栄町教育委員会 
榎本 実 日立市郷土博物館 
遠藤 由紀子 昭和女子大学 
大川 勝宏 三重県教育委員会 
大熊 佐智子 野田市教育委員会 
大日野 佳代子 （株）ノンフィクションチャネル 
大森 美樹 （財）ビクター伝統文化振興財団 
大山 孝正 福島県文化振興事業団 
岡田由美子 品川区教育委員会 
奥田 亮一 千葉大学文学部 
香川 義美 神奈川ニュース映画協会 
香月 浩一 ㈱ソニ ・ーミュージックコミュニケーションズ 
鎌倉 惠子 東京文化財研究所 
川越 靖子 日本女子大学人間社会学部 
川端 弘士 四街道市教育委員会 
川真田 桂子 大和市教育委員会 
城井 智子 （社）全日本郷土芸能協会 
木川 浩司 山武町教育委員会 
城所 恵子 神奈川県民俗芸能保存会 
北原 克彦 （有）ヒップス 
吉川 周平 京都市立芸術大学 
木村 哲規 文化庁文化財部 
久保田 智 栃木県教育委員会 
栗田 香穂 （財）ポーラ伝統文化振興財団 
孝寿 聡 （株）博物館映像研究所 
児玉 竜一 東京文化財研究所 
小林 稔 千葉県教育庁 
今 雅人 青森県音楽資料保存協会 
近藤 静乃 東京文化財研究所 
斉藤 醇  
桜庭 美保 （株）博物館映像研究所 
笹生 昭 （社）全日本郷土芸能協会 
佐瀬 勝彦 桐生市教育委員会 
佐藤 明生 横須賀市教育委員会 
澤幡 正範 民俗文化映像研究所 
篠原 初男 栃木県教育委員会 
品川 知彦 島根県教育庁古代文化センター 
清水 広子 （財）東日本鉄道文化財団 
須藤 武子 日本民俗舞踊研究会 
関 孝夫 上尾市企画財政部 
高木 真紀子 東京芸術大学 
高桑 いづみ 東京文化財研究所 
高梨 清志 富山県教育委員会 
田口 光一 上田市文化財審議委員 
辻井 善彌 横須賀市文化財専門審議会 
東條 寛 四日市市教育委員会 
鞆 雅子 防府市教育委員会 
長池 一徳 長崎県教育庁 
中上 明 島根県教育庁古代文化センター 
中村 孝司 船橋市教育委員会 
中村 茂子 実践女子大学 
中村 規 都市民俗研究所 
中村 理行 民俗芸能学会 
中藪 規正 （株）ノンフィクションチャネル 
鳰 隆則 ㈱ソニ ・ーミュージックコミュニケーションズ 
仁尾 洋子 東京文化財研究所 
西瀬 英紀 国立劇場文化デジタルライブラリー課 
西角井 正大 民俗芸能学会 
野川 美穂子 東京文化財研究所 
畠山 泰三 （株）DNP デジタルコム 
林 美禰子 相模人形芝居下中座 
半田 ＿＿ ㈱ソニ ・ーミュージックコミュニケーションズ 
樋口 昭 埼玉大学 
樋口 和宏 文化庁文化財部 
俵木 悟 東京文化財研究所 
平野 英俊  
深澤 あかね 早稲田大学 
福田 裕美 東京芸術大学大学院 
福持 昌之 愛知川町教育委員会 
藤森 寛志 栗東歴史民俗博物館 
星野 紘 東京文化財研究所名誉研究員 
真部 正明 （財）ポーラ伝統文化振興財団 
丸尾 依子 山梨県教育委員会 
松本 ＿＿ （財）東日本鉄道文化財団 
三上 芳範 相模人形芝居下中座 
宮田 繁幸 東京文化財研究所 
村松 哲哉 早稲田大学第二文学部 
森田 都紀 東京芸術大学大学院 
柳沢 新治 豊田市能楽堂アドバイザー 
山路 興造 民俗芸能学会 
山野 慎一 兵庫県教育委員会 
山本 宏子 岡山大学教育学部 
山本 義孝 浅羽町教育委員会 
横田 和弘 劇団河童座 
吉川 祐子 中京女子大学 
吉田 政博 板橋区教育委員会 
渡辺 伸夫 昭和女子大学 
鷲野 正昭 まつり同好会 
渡辺 国茂 民俗芸能写真家 
渡貫 一志 国立劇場芸能部 
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あとがき 
第6回目を迎えた今年度の民俗芸能研究協議会は「民俗芸能に関する情報の発信と共有」をテ
ーマに設定した。昨年度、一昨年度と 2年にわたって、民俗芸能の記録作成の問題について協議
を行ってきたのであるが、それはどちらかというと文化財としての民俗芸能の保護にかかわる問題
であった。それに対していえば、今年度のテーマは文化財としての民俗芸能の活用にかかわる問
題である。ところで、この活用という問題を考えるとき、私たちはいつも大きなジレンマに陥るのであ
る。それは、本来人々が誰のためでもなく、なによりも自分たちのために演じ、受け継いできたもの
が大半と考えられている民俗芸能を活用するというのは、なにかその本来の目的に反するのでは
ないか、活用という考え方が民俗芸能にとって必要なのか、という問題である。 
しかし一方で、民俗文化財としての民俗芸能は多くの人が共有すべき財産でもある。現在民俗
芸能がおかれている状況の問題点も、こうしたものに対する一般的な関心や理解の低さに遠因が
あるとも考えられる。したがって、広く一般的な人々に民俗芸能を知り、親しんでもらうための努力を
することは、私たちにとっても重要な課題である。近年は、町おこし運動や、従来の有名観光地へ
の集中的訪問とは違ったかたちの、グリーンツーリズムや滞在型観光といった新しい観光のあり方
が興隆してきたことによって、文化財的見地以外にも民俗芸能への関心が喚起される場は広がっ
てきている。さらに、その情報を求める手段も、高度メディア化によって従来のあり方とは大きく異な
ってきている。つまり、民俗芸能に関する情報の質も、それを求める人々も、その情報を広めるため
の手段も、これまでとは比較にならないほど多様になっているのである。今回の協議会のテーマ
は、このような状況の中で、文化財としての民俗芸能を広く知ってもらうためにできること、これまで
文化財行政の中では「周知事業」と呼ばれてきたものを、もう少し現代的な言葉使いであらためて
問い直してみたかったのである。 
報告者の人選には、このような多様な状況を反映させたいという考えがあった。まったくの個人で
ボランティアとして情報を発信する渡辺氏と、民間の財団や企業がチームを作って企画を作り上げ
ているまるきたチーム、そして行政からは、地方自治体の機関である島根県古代文化センターと、
国の行政機関である文化庁といった具合に、情報を発信するために採用している手法がそれぞれ
異なるだけでなく、情報を発信する立場も異なるものである。また討議の場でもあったように、「情報
の発信と共有」と言うとすぐに IT 化やデジタル・アーカイヴという発想に繋がるのかもしれないが、
司会者の「古典的な」という言い方は誤解を招くものだったとはいえ、これまで行政が行ってきた、
調査をし、報告書を発行し、展覧会や講演会を開催するといったことも、情報の発信と共有という点
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で大きな意味を持つのだということも、このプログラムに込めた思いであった。 
ただしその結果が、様々な手法を紹介したショーケースとしては意味があったかもしれないが、
個々の手法について具体的な検討に及ばなかったという感は確かに残してしまった。また、誰が、
誰に向けて情報を発信しようとしているのかという送り手・受け手の立場の相違が、歩み寄りをみせ
たというよりは、よりクローズアップされたようにも感じた。そして、情報の発信と共有の手段について
協議しながら、実際に問題とされていたのはその情報の質であったように思われた。たとえば、研
究者が求める情報と、民俗芸能に馴染みのない一般の人々に向けて発信される情報には、まった
く異質とはいわないまでも大きな隔たりがある。当然、その目的と情報の質によって、発信の仕方も
異なってくるはずである。したがって、一概に民俗芸能にとって情報の発信がどうあるべきかという
ことには答えは出せないだろう。とりあえず私たちは文化財保護という立場から、民俗芸能のどのよ
うな情報が求められており、それをどのように発信していくべきかということを、これからも考え続けな
ければならないが、他のアプローチによるものであってもそこから学ぶべき事は多く、新たな社会や
メディアの環境に合わせて取り入れるべきものは取り入れていくことが必要である。もちろんそのと
きに発信される情報の基礎として、過去の資産を十分に活用し、またその基礎を固めるための調査
事業をいっそう充実させていかなければならないことは、今回の討議を通して誰もが強く感じたこと
だろう。 
もう一点強く感じたことは、情報発信はそれ自体が目的になったり、それだけで完結する事業で
はないということである。情報はいつも何かのための情報であり、その有用性はその情報を得たこと
でそれぞれが何をするのかによって決まる。いわば情報発信とは、より深い理解へのきっかけや入
口を提供するものであり、その先にはさらに道が続いていることを常に意識していなければいけな
い。大切なのは、門戸を閉ざさずに、親しみやすく入りやすい入口を設けることと、誤った道へ導く
入口を作らないこと、そのバランス感覚なのではないかと思う。 
ところでこの民俗芸能研究協議会もまた、広い意味での情報発信の事業であり、これだけで完
結させては意味のないものだと私たちも感じている。限られた時間の中で現在の民俗芸能が抱え
る様々な問題にひとつひとつ答えを出していくというのは難しい。そこで私たちは、昨年度の「民俗
芸能の映像記録作成」というテーマの協議会の開催をきっかけとして、今年度から継続的な小協議
会を開催している。その成果は近いうちに広く公開できるものと思う。ぜひ参加者各位にも、この協
議会をきっかけとして、それぞれの立場で民俗芸能の保護と継承について積極的に考え、活動し
ていただくことをお願いしたい。
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